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北海道情報大学 教職課程認定学部・学科（免許校種・教科）一覧 

 

通学部 

・経営情報学部（先端経営学科（高 商業, 高 情報）， 

システム情報学科（中・高 数学，高 情報）） 

通信教育部 

・経営情報学部（先端経営学科（高 商業 ）， 

システム情報学科（中・高 数学，高 情報）） 

 

全体評価 

本学の教職課程は，本学や本学部のディプロマ・ポリシーに則り，我が国の ICT 教育

において必要とされる情報処理の専門的な知識と高度な技能を身に付けるとともに，幅

広い教養・モラル・コミュニケーション能力を身に付けた教員の養成に取り組んでいる。

今年度の教職課程の取組として特筆すべき点は，教職課程の目標の見直しを行い，本学

や本学部のディプロマ・ポリシーと連動した具体的なコンピテンシーを示したことであ

る。本学部の教職課程では，「数学」「商業」「情報」の教員免許状（教科）の取得が可

能で，近年，教員免許状取得を希望する学生は増加傾向にある。このような状況をふま

えて，本学の教職課程は，教職カリキュラム改善に取り組み，学生の教職へのキャリア

の意向や教育現場で求められる教育実践力を考慮しながら，学生ボランティアや資格取

得支援の推進，教員採用試験対策，J ゼミ（本学の自主ゼミ）による教科指導力育成など

の実践に努めている。また，本学部の教職課程は，通信教育部にも設置されており，多

様な学生の修学ニーズに応じた教員免許取得の機会を提供している。 

本年度は，昨年度の教職課程自己点検評価・報告書に対して全国私立大学教職課程協

会から指摘を受けた改善に関するコメントや本学のカリキュラム・アドバイザリーボー

ドにおいて，アドバイザーから受けた助言に基づいて，教職カリキュラムの改善への取

組を進めてきた。次年度も引き続き，本学の特色を活かし，学生の実態把握と教職カリ

キュラムの点検を行い，本学部における教職課程の課題を一つずつ解決して教職課程の

目標達成を目指していく所存である。 

 

             北海道情報大学経営情報学部 

                 

学部長 高井 那美 
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Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

１ 教職課程の現況 

（１） 大学名：北海道情報大学 

（２） 所在地：北海道江別市西野幌 59-2 

（３） 教職課程の履修者数及び教員数 

➀ 教職課程の履修者数 

課程等（通学部）                  令和６年度（令和 6 年 5 月１日現在） 

学部 学科名 教科 免許種 
教職課程履修者数 

合計 
1 年 2 年 ３年 ４年 

経営 

情報 

先端経営 
商業 高校１種 0 2 6 8 16 

情報 高校１種 3 2 6 8 19 

システム

情報 

数学 
中学１種 4 16 16 21 57 

高校１種 4 16 16 21 57 

情報 高校１種 6 16 16 20 58 

課程等（通信教育部） 

学部 学科名 教科 免許種 
教職課程履修者数 

合計 
1 年 2 年 ３年 ４年 

経営 

情報 

先端経営 

商業 高校１種 1 3 3 10 17 

情報 高校１種 1 1 5 7 14 

数学 
中学１種 0 0 1 4 5 

高校１種 1 1 1 4 7 

システム

情報 

商業 高校１種 5 12 21 20 58 

情報 高校１種 17 23 51 76 167 

数学 
中学１種 4 12 13 29 58 

高校１種 4 14 23 48 89 

➁   教員数（通学部） 

 教授 准教授 講師 助教 その他 

教員数 12 5 2 0 0 

備考： 

教員数（通信教育部） 

 教授 准教授 講師 助教 その他 

教員数 11 3 4 0 0 

備考： 

 

（４） 卒業者の現況 

課程等（通学）                  令和５年度卒業者（令和 6 年 5 月１日現在） 

教

科 
免許種 

就 職 先 状 況 

認定こ

ども園 
幼稚園 小学校 中学校 

高等 

学校 

特 別 支 援

学校 

正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 

数 

学 

高校

１種 
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 
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中学

１種 
0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

商

業 

高校

１種 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

情 

報 

高校

１種 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

課程等（通信）              令和５年度卒業者（令和 6 年 5 月１日現在） 

教

科 
免許種 

就 職 先 状 況 

認定こ

ども園 
幼稚園 小学校 中学校 

高等 

学校 

特別支援

学校 

正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 正規 他 

 

数

学 

 

高校

１種 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

中学

１種 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

商

業 

高校

１種 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

情 

報 

高校

１種 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

２ 特色 

北海道情報大学は，「情報化社会の新しい大学と学問の創造」を建学の理念とし，明

日の高度情報通信社会の担い手にふさわしい情報技術と知識，及びそれを支える幅広い

教養と各種専門分野にまたがる知識の習得に裏打ちされた高度 IT 技術者を育成するこ

とを目標に掲げている。本学では教職課程を，通学部，通信教育部に設置し，高等学校

教諭一種〈情報，数学，商業〉及び中学校教諭一種〈数学〉の教員免許状取得が可能な

カリキュラムを編成している。本学の教職課程は 2001 年度に高等学校教諭一種免許状

〈情報〉，2009 年度に高等学校教諭一種免許状〈数学（通信教育部は 2011 年）〉及び〈商

業〉，2012 年度に中学校教諭一種免許状〈数学（通信教育部は 2015 年）〉を開設し現在

に至っている。通信教育部は，正科生・聴講生・特修生・科目等履修生の 4 つの入学形

態があり，正科生は本学の卒業を目的に在宅中心で学習する学生（正科生 A）と，本学の

教育センターとして認定されている専門学校（全国に 12 校）とのダブルスクールにより
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本学の卒業を目的に学習する学生（正科生 B）がある。教職課程を履修する学生は，文部

科学省が推進する GIGA スクール構想など教育における ICT 活用に対応することができ

る情報通信技術に関する高い専門性を身に付けている。本学の教職課程は，経営情報学

部通学部のアドミッション・ポリシー i，カリキュラム・ポリシー ii ，ディプロマ・ポ

リシー iii ，通信教育部のアドミッション・ポリシー iv ，カリキュラム・ポリシー v ，デ

ィプロマ・ポリシー vi を踏まえた目標に基づき，情報技術に関する高い専門性とともに

次代の学校教育を担う教員に必要とされる資質能力の育成に努めている。 

また，本学部の教職課程は，通信教育部にも設置されており，多様な学生の修学ニー

ズに応じた教員免許取得の機会を提供している。 

 
i 経営情報学部 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で定めている育成すべき人材像を実現するため及

び教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために，高等学校等で

の学びや諸活動，資格・検定試験等で得た基礎学力や思考力等が身に付いていて，デジタルビジネスを

始めとする経営や情報システムの分野に関心がある学生を求めており，本学入学後の学びや諸活動を通

して，自ら問題を見出し追求していく姿勢や，自身を向上させようとする意欲があり，情報システムの

開発や運用あるいは ICT（情報通信技術）を利活用した経営のための基本的な能力を身に付けられる学

生を求めています。 
ii 経営情報学部 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

企業等の組織が抱える課題を把握・分析する上で必要な情報を的確に収集・処理し，いかに解決に結び

つけるかを追究する，比較的新しい学際的な分野である経営情報学の真髄を修得するために，教養教育

科目と，専門科目としての経営学系科目及び情報学系科目によってカリキュラムを編成し，専門科目の

多くを先端経営とシステム情報の両学科共通に履修可能な科目として配置します。また，両学科ともに

少人数のゼミナール・プロジェクト形式の科目を少なからず配置し，コミュニケーション力を伸ばすこ

と，並びに個性と能力に応じてスキルアップと研究活動に取組むことを支援する教育を行います。 
iii 経営情報学部 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

本学部では，社会や企業を動かす情報システムの企画・構築・運用に必要とされる情報処理の専門知識

と高度な技術及びデジタルビジネス時代における経営に関する専門知識と高度な技能を修得し，同時に，

幅広い教養・感受性・モラル・コミュニケーション能力を備えた，高い志を有する人材に学位を授与し

ます。 
iv 通信教育部 経営情報学部 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で定めている育成すべき人材像を実現するため及

び教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために，高等学校等で

の学びや社会人としての活動で得た基礎学力，基礎知識，及び思考力を身に付け，本学の通信教育部経

営情報学部に興味・関心を持った学生を求めています。 
v 通信教育部 経営情報学部 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）  

北海道情報大学通信教育部は，「経営情報学」という新しい学問的視座のもとに，「経営」と 「情報」

の両分野にわたる複合的アプローチを展開します。「先端経営学科」（2024 年度入学生より），「シス

テム情報学科」の 2 学科を有し，個人の目的や目標に合わせ，基礎から専門内容まで学べます。また，

各学科・専攻の内容に合わせた教職課程を設置し，教員免許状の取得を可能とします。※2024 年度入学

生から「経営ネットワーク学科」は「先端経営学科」に名称変更した。 
vi 通信教育部 経営情報学部 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

本学部では，社会や企業を動かす情報システムの企画・構築・運用に必要とされる情報処理の専 門知識

と高度な技術及びデジタルビジネス時代における経営に関する専門知識と高度な技能を修得し，同時に，

幅広い教養・感受性・モラル・コミュニケーション能力を備えた，高い志を有する人材に学位を授与し

ます。 
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価 

 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標を共有【通学部・通信教育部】 

１ 教職課程の目標の共通理解への取組【通学部・通信教育部】 

〔現状〕 

本学では昨年度，教職課程委員会において検討を行い，本学の 3 ポリシーとの関連が

明確になるよう改訂を行った。本学では，通学部及び通信教育部の経営情報学部に教職

課程が設置されており，通学部及び通信教育部の 3 ポリシーに即して 3 名の教職課程専

任教員や事務職員が中心となり，同一の目標を掲げ，カリキュラム運営を担っている。

昨年度，本学のアドミッション・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，ディプロマ・ポ

リシーとの関連や教職課程教育において育成する資質能力をより明確に示すことを目的

として，本学教職課程の目標を改訂した。 

〔優れた取組〕 

年度当初の教職課程委員会において，昨年度改訂した教職課程の目標や教職課程の受

け入れ方針について委員の共通理解を図り，計画的な教育課程実施に努めている（資料

１－１－１）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・教職員の教職課程への協働・充実に向け，教職課程委員会の委員だけではなく，教職

課程に関する科目担当者へ共通理解を図るために教職課程の目標や学生の受け入れ方針

を記載した文書を年度当初に配布する。 

・年度末に教職課程の目標に関する評価と改善の必要性に関する検討を実施する。 

 

2 本学教職課程の目標および受け入れ方針の学生への周知【通学部】 

〔現状〕   
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・本学教職課程の目標や受け入れについて，教員免許状取得を目指す 1 年生への教職課程

説明会，2～3 年生の教職課程登録者向け教職ガイダンスにおいて毎年，説明を行い周知

している。 

〔優れた取組〕 

・学生への周知を確実にするために，学生配布資料や説明用スライドに本学教職課程の目

標および受け入れ方針をわかりやすく明記している（資料１－１－２）。 

・1 年生は，教職課程説明会を 4 月に 2 回実施している。1 回目の教職課程説明会後，学生

は約 2 週間の間に教職課程の科目を 1～2 回受講し，本学の教職課程の目標や受け入れ

方針に基づく講義を体験し，自らの教職に対する興味関心や適性などを検討できる期間

を確保し，本履修登録できるシステムとしている。1 回目の教職課程説明会で教職課程

の目標や受け入れ方針等の資料を配布し，スライドを用いて説明している。2 回目の説

明会においても再度，教職課程の目標や受け入れ方針等について説明を行い学生に周知

している。2024 年度１年生は，1 回目に参加した 43 名中 2 回目の説明会後に出席した

学生は，13 名（30.2％,昨年度 52.8％，一昨年度 64.1％）であり参加者の減少傾向が見

られた（データ１）。また，例年 2 回目の教職課程説明会に出席しているほぼ全ての学

生が，教職課程の履修登録を行っている状況にある（データ２）。この状況は毎年同様

であり，学生が 2 回の教職課程説明会を実施するまでの間に，教職課程の講義に出席す

ることで，教職への興味関心や適性などを検討し，確固たる意志を持ち教職課程の登録

を決定するための重要な期間となっていると考える。 

・今年度より教職課程の履修登録を行う 1 年生には，本学教職課程の目標や受け入れ方針

等の理解を促すことを目的とし，教職課程受講願に目標や方針が確認できているかのチ

ェック欄を設けた（資料１－１－３）。 

 

〔改善の方向性・課題〕 

・第 1 回目の教職課程説明会の参加者は，昨年度より７名多かった。昨年度までは，第 1

回目の教職課程説明会を入学後のスタートアッププログラム（入学後の新入生ガイダン
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ス）における 1 日の最終時間帯に設定していた。今年度はより多くの学生が教職課程説

明会に参加しやすいようにスタートアッププログラムを昼時間帯に設定したにも関わ

らず，過去 2 年間の参加者数の方が上回っていた。しかし，3 年前と同数の参加者であ

った。このことから，開催時間帯が効果的であったかについて学生にアンケートを取る

ことで検証していく。 

・教職課程の履修登録者数や第 1 回目の教職説明会参加者数における履修登録者率は，今

年度が最も低かった。教職課程に興味関心はあるが教職課程の履修の負担感や学生が抱

く教職のイメージを含め，第 1 回目参加者へのアンケートを実施し学生の意識を把握し，

本学教職課程の運営に対する課題が明確になった場合は改善策を講じていく。 

・教育実習があるため，年度当初に教職ガイダンスを実施できない 4 年生には，3 年生の

年度末に行う教育実習事前指導で周知する。 

 

3 本学教職課程の目標の学生への周知【通信教育部】 

〔現状〕 

・本学通信教育部においても，教職課程の履修を希望する入学生は，履修登録時に本学 HP

上から目標や履修方法，シラバス等が確認できるように整備している。 

〔優れた取組〕 

・通信教育部は，教職課程を履修する際，通学部のような説明会を実施していない。昨年

度までは，教職課程を履修する学生が教職課程の目標を確認できているかが明確ではな

かった。そこで，今年度より，教職課程の履修を希望する学生が，HP から履修登録を行

う際，本学教職課程の目標の確認ができているかのチェック欄を設け，確認するシステ

ムを整備している（資料１－１－４）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・受け入れ方針については，多様な履修方法の学生がいることを踏まえ，現行の内容が適

しているか精査する。 

・教職課程の目標に即した教職カルテの改訂を行う。 
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＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：第 1 回教職課程委員会議題等【通学部・通信教育部】 

・資料１－１－２：教職課程説明会（１年生），教職ガイダンス（2・3 年生）資料 

         【通学部】 

・資料１－１－３：教職課程受講願【通学部】 

・資料１－１－４：履修登録時の目標と確認欄【通信教育部】 

・データ１：教職課程説明会参加者数と第 1 回説明会参加者の履修登録率【通学部】 

・データ２：第 2 回教職課程説明会参加者数と第 1 回説明会参加者の履修登録率【通学部】 
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基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 

 

１ 教職課程委員会と教職ミーティング【通学部・通信教育部】 

〔現状〕 

教職課程委員会は，通学部，通信教育部における円滑な教職課程運営の中核となる全学

組織であり年間を通し必要に応じて開催している（資料１－２－１）。教職課程委員会は，

教職課程専任教員 3 名，経営情報学部教員 1 名，情報メディア学部教員 1 名，教務課長 1

名，通信教育事務部課長 1 名の 7 名から構成されている。教職課程委員会の方針に基づき，

実際の運営の中心を担うのは，教職課程専任教員となる。そこで教職課程専任教員 3 名と

昨年度より参加・協力を得ている教科指導法担当の教員 1 名の 4 名により，定例（毎月１

回）の教職ミーティングを開催している（資料１－２－２）。また，本学の通信教育部に

おいても教職課程が設置されていることから，教職専任教員１名が通信教育委員となり，

通信教育委員会が開催された後，教職ミーティングにおいて教職課程に関する内容につい

て情報共有している。 

〔優れた取組〕 

・教職課程委員会において，年度当初に教職課程委員会としての年度計画や教職課程自己

点検・評価の推進計画を提示し共通理解を図り運営を行っている。また，年度当初には，

教職課程委員会が教職課程自己点検・評価を実施する上で，中核組織であることや教職

課程自己点検・評価の推進計画について確認を行い，改善の方向性を確認している。 

・教職課程自己点検・評価は，9 月の教職課程委員会において進捗状況の確認を行ってい

る。また，年度末の教職課程委員会では，教職課程自己点検・評価の報告を行う。その

際，各教職課程委員が教職課程自己点検・評価の各基準項目等について定量評価と定性

評価を実施し，その結果を教職課程自己点検評価の総合評価として記載している。これ

により教職課程自己点検・評価における PDCA サイクルに教職課程委員が参画できる体

制を整備している。 

・教職ミーティングにおいて，教職課程の運営計画の立案や実施後の評価・課題について

協議している。 
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〔改善の方向性・課題〕 

・教職課程員会の委員のみならず，本学教職課程に関係する教職員に教職課程の取組を記

載した文書を作成し情報共有を図るとともに意見収集を行う。 

 

２ ICT 教育環境と活用【通学部】 

【通学部】 

〔現状〕 

本学は，IT のプロフェッショナル育成に向け，通学部の全学生が常に学習活動に取り組

めるよう無償でノート PC を貸与している。Moodle をカスタマイズした学習者適応型 e ラ

ーニングシステム POLITE（以降 POLITE と記す）を構築しており，オンラインによる教材

提示や課題提示，回答，フィードバック，テスト等などに取り組むことができる環境を提

供している。また，デスクトップ PC を備えた実習室や学内全域で接続可能な Wi-Fi，アク

ティブ・ラーニングのために必要な設備や施設を導入するとともに，学内・学外において

Microsoft Office や Adobe 製品をはじめとする各種ソフトウェアを利用できる環境を整備

している。 

また，電子黒板 BIG PAD を教室に設定し，講義等に活用することで，ICT 教育や教育改

革に対応した授業を実施している（資料１－２－３）（データ１）（資料１－２－４）。 

〔優れた取組〕 

・教職課程の各科目においても POLITE を活用した教材提示や課題提示，回答，フィードバ

ック，テスト等を実施し，従来の教育の良さと情報通信技術を融合した講義を実践する

ことで，次代の教育を担う教員養成に尽力している。 

〔改善の方向性・課題〕 

・本学の最先端の ICT に関する施設設備を駆使した授業実践経験を各教科指導，教育実習

Ⅰ，教職実践演習における学生の模擬授業に活用していく。 
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・本学における施設設備と多種多様な教育現場における ICT 環境に相違があるため，本学

で実施可能な授業が教育現場においては困難な場合がある。学生の ICT を活用した効果

的な授業力向上に向け，教育現場の ICT 環境の実態をアンケートから把握していく。 

 

３ ICT 教育環境と活用【通信教育部】 

【通信教育部】 

〔現状〕 

通信教育部では，オンライン上での諸手続き，シラバス閲覧，学習プリントのダウンロ

ード，実習提出物の提出，インターネット科目試験，教育実習事前の知識確認テストの受

験が可能となるプラットフォーム（「無限大キャンパス」「POLITE」と呼称している）を

2 つ整備している（資料１－２－５）（資料１－２－６）。通信教育部における「POLITE」

は，通学部で整備している Moodle をカスタマイズした学習者適応型 e ラーニングシステ

ムと同様のシステムである。 

〔優れた取組〕 

通信教育部の ICT 環境を活用し，教育実習に行く学生は，通学部学生に実施している事

前指導（教育実習に向けての諸注意，教育実習日誌の記入の仕方，授業方法，特別活動，

総合的な探究の時間，生徒指導，模擬授業，教育実習報告会）の動画を視聴し課題に取り

組んでいる。社会や教育の変化に対応し毎年，計画的に動画の更新を行っている。令和 5

年度は，2 名の通学部学生の承諾を得て最新の教育実習報告会を通信教育部の学生が視聴

できるように整備した（資料１－２－７）。令和 6 年度は，通信教育部の学生が教育実習

に向けて参考となるように通学部学生の模擬授業（商業科）について，学生の承諾を得て

動画撮影を行い，動画の更新を行い，令和 7 年度より視聴できるように整備した。 

〔改善の方向性・課題〕 

・計画的に通信教育部学生の教育実習に役立つ最新の模擬授業や教育実習報告会などの動

画を計画的に更新し，本学で取得できる全ての教員免許状（数学・商業・情報）につい

て情報提供していく。令和７年度は，数学の模擬授業の動画を更新する計画である。 
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・更新した動画は，通信教育部の学生にとって，教育実習に向けて参考となっているかに

ついて検証する。 

 

４ 教職 FD（北海道教育委員会との連携「出前講座」）【通学部・通信教育部】 

〔現状〕 

・過去 2 年間 FD 委員会の協力のもと，教職課程 FD として教職専任教員が講師となり実施

してきた。令和 6 年度も FD 委員会の共催を得て実施した。 

〔優れた取組〕 

・令和 6 年度は，「高等学校における ICT 教育の現状と課題および先進的な ICT 教育の取

組」というテーマで，北海道教育委員会に出前講座を依頼した。教員育成指標の内容も

含め，北海道における ICT の活用実態や「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」の取組の進捗，先進的な

取組例についての教職 FD を開催した（資料１－２－８）。チラシを作成，配布したり，

会議等で開催案内をしたりすることで，44 名（教員 31，職員 13）が参加した。 

〔改善の方向性・課題〕 

・教職 FD として，学内の教職課程に対する理解を深めるための研修を企画・運営するため

に，令和 6 年度の教職 FD のように，本学の強みである情報に関する内容と教職課程を

関連づけた内容は効果的であると考える。情報を専門とする教員と連携していく。研修

ニーズの把握とともに，講師や予算の確保が課題である。 

 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：教職課程委員会議題 

・資料１－２－２：教職ミーティング議題 

・資料１－２－３：ICT 教育環境① ＜本学入試広報室広報課資料提供＞【通学部】 

・資料１－２－４：ICT 教育環境②（BIGPAD カタログ）【通学部】 

・資料１－２－５：プラットフォーム「無限大キャンパス」【通信教育部】 
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・資料１－２－６：通信教育部における POLITE【通信教育部】 

・資料１－２－７：教育実習報告会の動画更新【通信教育部】 

・資料１－２－８：FD 研修会における教職課程の授業実践【通学部・通信教育部】 

・データ１：本学の ICT 環境 
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

１ 教職課程履修者受け入れ方針の周知と教職指導【通学部】 

〔現状〕 

本報告書，「基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組

み」の「２ 本学教職課程の目標および受け入れ方針の学生への周知【通学部】」に記載

したとおり，1 年生対象の教職課程説明会，2・3 年生対象の教職ガイダンスを実施（教職

課程を履修している 1～3 年生は出席必須）し，本学教職課程の目標および受け入れ方針等

についてガイダンスを実施し説明を行っている。 

〔優れた取組〕 

教職課程説明会や教職ガイダンスにおいては，本学教職課程の目標および受け入れ方針

を踏まえ，4 年間を見通した学びが実現できるようにロードマップを示し，教育実習や教

員採用試験に向けての情報提供を行った上で，教職課程の履修について説明を行っている

（資料：２－１－１）。また，教職課程説明会や教職ガイダンス時には，学生が教員免許

状取得に向け，主体的に単位履修や修得に繋げていくことを目指した取組を実施している。

学生は POLITE から単位修得状況のチェックを行うことで教員免許状取得のための単位修

得状況がグラフで視覚的に確認できる単位修得確認シートをダウンロードし，各自チェッ

クを行いながら，教職員に個別相談できるような時間を設定している（資料：２－１－２）。

単位修得確認シートについて学生の意見を聞くために，無記名式アンケートを任意で実施

したところ，54.8％の学生から回答が得られた。結果，単位修得確認シートにより自らの

単位修得の状況の把握が「できた（85.0％）」「ややできた（10.0％）」と回答していた。

また，教育実習実施に向けての単位修得の見通しを持つことが「できた（70.0％）」「や

やできた（17.5％）」と回答していた（データ１）。 

 

〔改善の方向性・課題〕  
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・2 年生以降の学生には，教職ガイダンスにおいて，本学教職課程の目標や受け入れ方針

の学生への周知ととともに，教育実習や教員採用試験を視野に教職を担うにふさわしい

資質を身に付けていくことに関連するよう資料の改善・充実を図る。 

・本学教職課程の改定した目標や受け入れ方針を含めた教職に関する指導は，前期・後期

で行うことで学生に意識化させていきたいが，後期開始時は時間に余裕がなく実施が困

難である。 

・学生のニーズに即した単位修得確認シートの工夫・改善を図る。 

 

２ 学生の受け入れに関する情報の提供【通信教育部】 

〔現状〕 

通信教育部は，大学卒業（学士取得）と同時に教員免許状を取得する正科生（免許法第

５条別表第１による免許取得）と，「学士の学位」などの基礎資格を有し，該当する免許

取得方法により教員免許状を取得する科目等履修生が学修している。 

科目等履修生の免許取得方法には，初めて免許状を取得する方法（免許法第５条別表第

1 による免許取得），高等学校教諭１種および専修免許状を所持し同一学校種の他教科免

許状を取得する方法（免許法第 6 条別表第 4 による免許取得），中学校教諭１種および専

修免許状を所持し同一学校種の他教科免許状を取得する方法（免許法第 6 条別表第 4 によ

る免許取得），中学校教諭 1 種免許状「技術」を所持し，中学校教員としての実務経験 3

年を基に高等学校教諭 1 種免許状「情報」を取得する方法（免許法第 6 条別表第 8 による

免許取得），中学校教諭１種免許状「数学」を所持し，中学校教員としての実務経験 3 年

を基に高等学校教諭 1 種免許状「数学」を取得する方法（免許法第 6 条別表第 8 による免

許取得）等がある。 

〔優れた取組〕 

前述の内容は，HP にて明記している（資料２－１－３）。また，個別の相談に対しても，

職員がメールや電話できめ細やかに対応しているとともに「無限大キャンパス」のチャッ

トボットから質問できるシステムを整備している（資料２－１－４）。 
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本学通信教育部は，2022 年度まで正科生，科目等履修生ともに各教科の履修登録者数は

増加傾向にあり，2022 年度，2023 年度は同程度の履修登録者数であったが，2024 年度は

正科生，科目等履修生ともに 2021 年度並みにまで減少した（データ２）。また，正科生に

比べて科目等履修生は，各教科の教員免許状取得希望者が多い傾向がある（データ３）。

正科生，科目等履修生ともに「情報」の教員免許状取得希望者が多く，科目等履修生の「情

報」の教員免許状取得希望者数は，他教科の教員免許状取得希望者数に比して，突出して

多い傾向にある（データ３）。本学通信教育部では，4 月，10 月の 2 回入学の機会がある

が，教職課程を履修する学生は，4 月入学生が多い傾向にある（データ４）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・教職課程の履修を希望する学生数を踏まえ，多様なバックグラウンドを持つ学生に対し

て，教職担当教員が学生に教職課程に関する資質・能力を身に付けさせる充実した指導

を行う上で適切な規模と内容について協議する。 

・本学の教職課程に関する情報の入手先や知りたい情報について調査し，提供する情報の

改善に努める。 

 

３ オープンキャンパスによる学生確保への取組【通学部】 

〔現状〕 

本学では，年 10 回程度オープンキャンパスを実施しているが，2018 年度以前には，教職

課程の授業はなかった。2019 年度に１回実施して以降，毎年教職専任 3 名が各１回模擬授

業を実施している。 

〔優れた取組〕 

学生確保に向け，広報課と連携し，例年の参加者の動向から教職課程が参加する時期を特

定し，オープンキャンパスにおいて教職課程専任教員 3 名が本学の教職課程の紹介を含め，

模擬授業を実施している（資料：２－１－５）。 

〔改善の方向性・課題〕 
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・教職課程専任教員の模擬講義において本学教職課程の履修や 4 年間の見通しを含め，受

講者のニーズに即した説明を実施していく。 

・3 回のオープンキャンパスでの模擬授業を実施し，2 名の参加者があり参加生徒を増す

ための方法や開催時期や内容について広報課と協議していく。 

 

４ 本学の教職課程に関する学生へのアンケート調査【通学部】 

〔現状〕 

今後の学生確保に向けて効果的な情報発信を行っていくことを目的とし，一昨年度より，

本学の教職課程についての情報入手先を把握するために，年度当初の第 2 回目の教職課程

説明会において，教職課程を履修する１年生にアンケートを実施している。 

〔優れた取組〕 

教職課程履修学生が本学の教職課程についての情報入手先に関するアンケートを行い，

昨年度との経年比較を行ったところ，北海道情報大学のホームページ（34.5％），高校の

先生（20.7％），北海道情報大学の ENTRANCE GUIDE（入試パンフレット）（17.2％），オ

ープンキャンパス（13.8％）から昨年度同様に学生は情報を入手していた（データ５）。

また，今年度は，入手した教職課程の情報で最も役に立った情報についても調査を行った。

結果，北海道情報大学のホームページ（30.8％），高校の先生（23.1％），北海道情報大

学の ENTRANCE GUIDE（入試パンフレット）（23.1％），オープンキャンパス（23.1％）で

あり概ね同程度であった（データ６）。さらに，本学の教職課程を履修することを決意し

た時期についても昨年度同様に調査したところ，7 割が入学前の高校 2 年生以降であり，

約 3 割が入学後という結果も昨年度ほぼ同様の傾向であることが明らかになった（データ

７）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・教職課程に興味を持つ高校生は，入学前の北海道情報大学のホームページ，高校の先生，

北海道情報大学の ENTRANCE GUIDE（入試パンフレット），オープンキャンパスが情報

源となっている。この中で，入学前に教職課程について知りたい内容をアンケートで明

確にしていき，情報発信に繋げていく。 
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・教職課程の学生確保に向け，高校生が知りたい情報とともに，本学の教職課程の目標や

受け入れ方針，必要とされる素養など伝えておく必要のある内容について情報発信して

いく。 

・入学後に教職課程の履修を決める学生が毎年 3 割程度存在することから，入学後の教職

課程説明会において，教員の魅力や求められる素養を含め，教職課程の理解と明確な見

通しがもてるよう説明していく。 

・通信教育部においても今後の学生確保に向け，アンケートを実施し，本学教職課程に関 

する情報の入手方法や履修登録の決断に至った点を明確にしていく。 

 

５ 学生確保に向けたポスター作成の取組【通学部】 

〔現状〕 

前述で明らかになったように北海道情報大学のホームページ，高校の教員，北海道情報

大学の ENTRANCE GUIDE（入試パンフレット），オープンキャンパスが学生確保に向けて

重要である。これらについて，教職課程と広報課は必要に応じて連携をとっている。 

〔優れた取組〕 

昨年度 9 月に本学で実施されたカリキュラム・アドバイザリーボード会議において，ア

ドバイザーから高校教員や生徒向けに本学教職課程の目標や受け入れ方針，必要とされる

素養などについて伝える方法としてポスター等を作成，配布していくといった助言を受け

ていた。そこで，高校の教員やオープンキャンパスに参加する生徒に対して，広報課の協

力を得て，改善を加えながら教職課程のポスターを作成し後期に配布をおこなった（資料

２－１－６）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・教育実習訪問時の高校の教員やオープンキャンパスに参加した生徒から，求められる情

報のニーズを把握し，ポスターに本学教職課程の強みをアピールしていく。 
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６ 学生確保に向けた取組【通信教育部】 

〔現状〕 

本学通信教育部では，HP や入学案内や入学説明会において，本学への入学案内に教職課

程に関する記載をしている。 

〔優れた取組〕 

入学案内では，表紙に取得できる教員免許状について明記し教職課程についてのアピー

ルをしている。入学案内の内容においても HP 同様に教職課程の目標や入学形態に応じた

単位数について詳細に記載している（資料２－１－７）。また，2024 年度入学案内「先輩

からのメッセージ」のページで紹介されている 4 名のうち 3 名が教職課程を履修中または

履修後に教員となった社会人であり、彼らのメッセージを記載し学生確保に向けてアピー

ルしている。さらに，通学部学生だけではなく一般の利用者も利用する本学図書館の入口

カウンターに本学通信教育部の教職課程において，教員免許状の追加取得に関する案内資

料を置くことで，学生確保に向けて広報活動に努めている（資料２－１－８）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・入学してくる学生に教職課程に関するアンケートを実施し，情報の入手先や入手したい

情報について入学形態別の学生のニーズを明らかにしていく。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：教職課程説明会，教職ガイダンスにおけるロードマップ資料，教員採

用状況及び最新動向の情報提供【通学部】 

・資料２－１－２：教職課程説明会，教職ガイダンスにおける単位習得確認シート【通学

部】 

・資料２－１－３：学生の受け入れに関する情報の提供【通信教育部】 

・資料２－１－４：HP のチャットボット【通信教育部】 

・資料２－１－５：オープンキャンパスにおける取組【通学部】 

・資料２－１－６：教職ポスター【通学部】 
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・資料２－１－７：入学案内【通信教育部】 

・資料２－１－８：本学図書館の教職課程履修案内【通信教育部】 

・データ１： 単位修得確認シートに関する学生アンケート結果【通学部】 

・データ２：正科生，科目等履修生の受講者数の推移【通信教育部】 

・データ３：正科生，科目等履修生の免許状教科別受講者数の推移【通信教育部】 

・データ４：正科生，科目等履修生の入学時期の受講者数の推移【通信教育部】・ 

・データ５：教職課程履修に関する学生アンケート結果（情報の入手先）【通学部】  

・データ６：教職課程履修に関する学生アンケート結果（最も役立った情報）【通学部】 

・データ７：学生が本学の教職課程を履修することを決めた時期【通学部】  
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基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

 

１ 教員採用情報の提供と学生の教職キャリアに対する意識の実態把握【通学部】 

〔現状〕 

本学では，1 年生対象の教職課程説明会，2・3 年生対象の教職ガイダンスを実施（教職

課程を履修している 1～3 年生は出席必須）し，教員採用状況や最新の動向を周知している

（資料：２―２―１）。 

〔優れた取組〕 

・一昨年度より，教職課程を履修している１～４年生までの全学生を対象とし，教職に関

する意向調査を実施し教職員間で実態を共有し学生への指導・支援に活かしている。 

・教員採用状況については，HP で公表している。一昨年度より，本学における教員採用数

の推移を調査し，教職員間で情報共有し学生への指導・支援に活かしている（データ１）。 

・教職意向調査を毎年実施し，学生の意向を把握している。その結果，大学卒業時に教員

を目指すと回答した学生の割合は，33.3％（2022 年度調査），40.5％（2023 年度調査）

38.4％（2024 年度）と 3 分の 1 以上は教職への明確な意思を持ち受講していた。大学卒

業後企業に就職後，教員を目指すまたは検討すると回答した学生の割合は，24.4％（2022

年度調査），31.6％（2023 年度調査），27.4％（2024 年度）と昨年度よりは低下してい

た。教員になるか他職種に就職するか迷っていると回答した学生の割合は，37.2％（2022

年度調査），24.1％（2023 年度調査），26.0％（2024 年度）であった。教員は目指さな

いと回答した学生の割合は，5.1％（2022 年度調査）3.8％（2023 年度調査），8.2％（2024

年度）と昨年度より増加傾向にある（データ１）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・学生が教職キャリアについて考えるための最新の教員採用試験や採用試験の情報は，年

度当初の教職課程説明会や教職ガイダンスのみであった。教員採用試験の早期化といっ

た社会情勢の変化を踏まえ，最新情報を学生に迅速に提供し，学生の教職キャリアへの

意識を高めていく。 
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・教職課程を履修する学生に教員の魅力を伝えるとともに，入学時に教員を目指す学生の

意思を４年間維持できるような教育現場でのボランティアなどの体験できる機会を創

出していく。 

・学生の意識を教職専任教員で共有し，講義において継続的に教職の魅力を伝えたり，学

生への個別指導に活かしたりしていく。 

・就職活動が先行する民間企業への就職と教職への就職を迷う学生に対して，大学の教職

員だけでは指導や支援に限界がある。 

 

２ 教員採用情報の提供と学生の教職キャリアに対する意識の実態把握【通信教育部】 

〔現状〕 

通信教育部では，教員採用状況を HP で公開している。この人数は受講者からの報告によ

る人数であった。 

〔優れた取組〕 

・2024 年度より教職実践演習でスクーリングに参加している受講生を対象にアンケートを

実施し，教員採用の状況を把握することとした。その結果，8 名が教員として採用され

ることが明らかになった（回答数：30 名）（データ２）。アンケートには，教員採用選

考試験を受験しなかった受講生を対象に教職キャリアに対する意向調査も実施した（回

答数：30 名）。教員採用選考試験を受験または既に採用が決定している受講生は教員を

目指すという項目に含めている。「教員を目指している」は，36.7％，「将来的に教員

を目指したい」は，33.3％，「教員を目指すか迷っている」は，16.7％，「教員は目指

さない」は，6.7％，未回答が 6.7％という結果であった（データ３）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・今後も教職実践演習（スクーリング）において，アンケートを実施し教員採用状況を把

握し，経年比較していく。 

・今後も教職実践演習（スクーリング）において，アンケートを実施し教職に対する意識

を調査し，ニーズに即した教員採用情報を提供していく。 
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・多様な学修意識を有する多人数の通信教育部学生のニーズに対応するには限界がある。 

 

３ 学生の教職キャリアに向けた情報提供【通信教育部】 

〔現状〕 

本学通信教育部における教員採用状況を HP で公開している。通信教育部の HP から教職

課程（教員免許）情報にアクセスしやすいよう工夫している（資料：２―２―２）。 

〔優れた取組〕 

教職キャリアの支援として，本学通信教育部ポータルサイト「無限大キャンパス」にお

いて教育人材総合支援ポータルサイトを開設している（資料：２―２―２）。 

通信教育部正科生として，教員免許状を取得し教員採用に至っている人数は少ないが，

既に教員免許状を取得している学生が教職キャリアの形成の場として科目等履修生で学び，

他の教員免許状を取得する学生がいる。基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確

保・育成のデータ３で示したように科目等履修生の受講者は 1000 名を超えており，過去 5

年間で，既に教員免許状を取得している科目等履修生の割合は全体の 9 割近いことから，

本学通信教育部は教職に関するキャリア支援に貢献している（データ５）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・スクーリングとして実施している教職実践演習において，受講者にアンケートを実施し，

通信教育部における教員採用試験受験者や合格者の状況を把握する。 

 

４ キャリア支援としての複数科目の教員免許状取得への働きかけ【通学部】 

〔現状〕 

1 年生対象の教職課程説明会，2・3 年生対象の教職ガイダンスを実施（教職課程を履修

している 1～3 年生は出席必須）し，一昨年度における本学カリキュラム・アドバイザリー

ボード会議における助言もふまえ，学生の将来における教職キャリアの選択肢を増やすこ

とを目的に複数科目の教員免許状取得を推奨している。 

〔優れた取組〕 
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教職課程説明会や教職ガイダンスにおいて，教員採用試験の実施時期，内容，倍率，

本学における教員採用状況，本学で複数科目の教員免許状取得の取得を目指すことの強

み，教員に求められる素養などについて最新の情報を学生に提供している。教職説明会

や教職ガイダンスにおいて複数科目の教員免許状取得の有用性について説明している。

2023 年度，2024 年度ともに全教職課程履修者の 7 割以上が複数科目の教員免許状取得

を目指すようなった（データ６）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・引き続き，教員採用試験の実施時期，内容，倍率，本学における教員採用状況，本学で

教員を目指すことの強み，教員に求められる素養などについて最新の情報を提供すると

ともに複数教科の教員免許状取得の利点について説明していく。 

・3 年次終了時の教育実習要件に向け，2 年次終了時には，概ね教職基礎科目の単位修得

を終えている学生が多い中，教科指導法や生徒指導など教員としての資質を継続的に

高めていく環境を整備していくことが課題である。 

 

５ 教職キャリア支援としての資格取得支援【通学部】 

〔現状〕 

・ピアヘルパー，准学校心理士を取得できる教職課程が用意されており，学生に受験や申

請について周知している。ピアヘルパーについては，2020 年度のコロナ禍による試験中

止年度以降の合格率は高かったが（100％），2024 年度は 83.3％と合格率は低下した【デ

ータ７】。不合格者は，自主ゼミ（J ゼミ）に参加していない学生であった。2023 年度

は，3 名の 4 年生が准学校心理士を申請し資格取得できたが，2024 年度は，准学校心理

士の資格申請者は 0 名であった（データ７）。 

〔優れた取組〕 

・ピアヘルパー受験を希望する学生には，自主ゼミ（J ゼミ）を開催し，資格取得支援に

あたっている。 

・ピアヘルパーについて，学生に周知する際に前年度のピアヘルパー合格体験記として，

学修方法についてスライドで紹介し意欲を喚起している。 
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・ピアヘルパー受験や准学校心理士資格申請の基準を満たす教育課程を整備している。 

〔改善の方向性・課題〕 

・ピアヘルパー，准学校心理士に加えて教職キャリアに役立つ資格についての情報収集を

行い，学生に周知していく。 

・ピアヘルパー受験希望者には，ピアヘルパー受験対策の自主ゼミ（J ゼミ）への参加を

促していく。 

・准学校心理士資格の取得を希望する学生は，教育関係に就職する学生であるが，教育関

係に就職する全ての学生が申請を行っているわけではない。学校心理士への資格取得に

繋がる資格であることを 4 年生に周知していく。 

 

６ 自主ゼミ（J ゼミ）による教員採用試験に向けての取組【通学部】 

〔現状〕 

教職課程専任教員が教員採用試験に向け，教職課程 3 年生以下を対象として，本学の特

色の 1 つである自主ゼミ（J ゼミ）を開講している（資料２―２―３）。 

〔優れた取組〕 

今年度も Google Classroom を活用した取組を行っており（資料２―２―３），3 年生 8

名，4 年生 5 名が参加し教員採用試験に向けて取り組んだ。 

〔改善の方向性・課題〕 

・全国で教員採用試験を早期化する傾向がみられることに鑑み，J ゼミの対象や開講内容

を精選していく。 

・都道府県により教員採用試験の早期化への進捗及び時期が異なることから，各都道府県

の教員採用試験に即した効果的な取組を実践するには限界がある。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１：教職課程説明会，教職ガイダンスにおける教員採用状況及び最新動向

の情報提供【通学部】 

・資料２－２－２：教員採用試験情報の情報提供【通信教育部】 
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・資料２―２―３：教員採用試験対策自主ゼミ（J ゼミ） 

・データ１：教員採用状況【通学部】 

・データ２：教員採用状況【通信教育部】 

・データ３：学生の教職意向調査結果【通信教育部】 

・データ４：学生の教職意向調査結果【通学部】 

・データ５：教員免許状を有し科目等履修を受講している学生の割合【通信教育部】 

・データ６：複数科目履修者の推移【通学部】 

・データ７：ピアヘルパー合格率と准学校心理士申請者数の推移【通学部】 
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

 

基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

 

１ 本学教職課程の目標の達成に向け，教員育成指標との関連を意識した教職カルテの改

訂【通学部・通信教育部】 

〔現状〕 

昨年度実施した本学教職課程における目標の見直しとともに，教職課程の目標に即した

教職カルテの改訂が必要であることは，前年度の教職課程自己点検・評価報告書に今後の

課題として提示した。そこで，今年度は，教職カルテの改訂に取り組んだ。通学部では，

今年度から使用開始している。通信教育部は，導入に向けてのロードマップを作成した。 

〔優れた取組〕 

適切な教育課程カリキュラムの実施と学生が本学教職課程の目標を達成できることを

目指し，教職カルテの改訂を行った。改訂した教職カルテは，学年ごとに学生がチェック

した評価がレーダーチャートに表示されるようにしている（資料３－１－１）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・学生の教職カルテの結果を教職課程専任教員間で共有し，教職課程カリキュラムの管理・

改善に向けて検討していく。 

・教職カルテが，学生にとって本学教職課程の目標達成と学びの連続性を確認し，成長と

課題を実感できているかについて学生の記述内容などから確認していく。 

・通信教育部は，正科生，科目等履修生，在籍期間の長い学生など多様な学びの形態や 4

月，10 月の入学機会が 2 回ある。そこで，2025 年度から入学月に応じて段階的に改訂し

た教職カルテを導入していく（資料３－１－２）。 

 

 

２ カリキュラム・アドバイザリーボード会議における助言【通学部・通信教育部】 

〔現状〕 

一昨年度より，本学の教職課程カリキュラムの改善・充実に向け，本学のカリキュラム・

アドバイザリーボード会議（9 月開催）において教職課程自己点検・評価の基準に即して
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教職課程カリキュラムの取組についての説明を行い，教育現場のアドバイザーから教職課

程カリキュラム改善についての助言を受けている。令和６年度は，2025 年 1 月にカリキュ

ラム・アドバイザリーボード会議を開催し，教職課程の報告と助言を受けた（資料３－１

－３）。 

〔優れた取組〕 

・2023 年度の教職課程自己点検・評価報告書に対する全国私立大学教職課程協会 自己点

検・評価委員会から「評価される事項」として『「教職課程委員会」を中核として全学

的な教職課程運営がなされている。また，教職課程のカリキュラム改善にむけて，「カ

リキュラム・アドバイザリーボード会議」を設置し，外部者の意見を取り入れながら，

教職課程の充実を図っている。』というコメントを得ている。カリキュラム・アドバイ

ザリーボード会議は，本学の教職課程カリキュラムに対して第 3 者評価としての貴重な

助言を得る場であり，次年度の教職課程カリキュラム改善の取組に繋げている。 

・昨年度，アドバイザーから教育現場での活躍に向けて，学生には 2 教科以上の複数教科

の教員免許状を取得してもらいたいという助言を受けていた。今年度も学生に 2 教科以

上の複数教科の教員免許状を取得することを推奨し，前述の基準項目２－２ 教職への

キャリア支援において記載したように教員採用に向け，教職課程説明会や教職ガイダン

スにおいて複数教科の免許状取得を勧めた結果，複数教科の免許状取得希望者は増加し

てきている。 

・過去 2 年間，異なるアドバイザーから教育現場では，コミュニケーション能力が重要で

あるとの助言を受け続けてきた。各科目の講義においてもアクティブ・ラーニングを取

り入れていることに加え，今回改訂した教職カルテのカテゴリーとして「課題解決力と

自己表現力（コミュニケーション能力）」を設定している。学生が自己評価する項目に

は，コミュニケーション能力を重視し，表現力，傾聴，アサーション，多様性尊重，協

働，アンガーマネジメントの視点を取り入れている（資料３－１－４）。 

・昨年度，アドバイザーから学生確保に向け，本学の強みである「ICT の知識や技 

術をもった即戦力となる教員の育成」をアピールした PR ポスターを作成し配布  
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することが効果的であるという助言を受けた。この助言に基づき，広報課の協力を得な  

がらチラシ作成に取り組み，学校案内に同封し配布を始めている（参照：資料２－１－ 

５：教職ポスター【通学部】）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・アドバイザーから受けた通信教育部に関するアンケート視点や FAQ 作成という助言を活

かした改善を行う。 

・すでに教職員になっている卒業生について，研修会などを実施するなど，卒業生の資質

向上を図るとともに，ネットワークを整備するといった助言を受けた。実施を試みたが，

実施に関わる条件整備において課題があり進んでいない。 

 

３ 教職実践演習における ICT を活用した授業への取組【通学部】 

〔現状〕 

一昨年度より教職実践演習における学生の模擬授業において ICT 活用は必須とし，実施

状況を教職専任教員間で情報共有し，指導の改善に繋げている。 

〔優れた取組〕 

・教職実践演習の学生の模擬授業において，ICT 活用を取り入れ，指導案にも記載するよ 

う指導し，模擬授業に ICT 活用を取り入れている。2022 年度以降，教職実践演習の初回 

に「教師の ICT 活用」「生徒の ICT 活用」「従来の指導と ICT 活用の充実」について教 

職実践演習において学生に指導している。学生の模擬授業では板書機能として黒板と PC 

のプレゼンテーションソフトの活用を併用する学生の割合が高い。2024 年度も教職実践 

演習の模擬授業において全ての学生が ICT を活用しており，昨年度より多様な ICT 活用 

の実践が見られるようなった（データ１）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・学生が，多岐にわたる ICT を活用した授業実践には時間的に限界がある。本学の強みで

ある情報通信技術に関する知識・スキルと関連づけていくために，「ICT 活用の理論と

実践」「各教科指導法」「教育実習Ⅰ」「教職実践演習」を中心とした教職課程の科目
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における学生の ICT 活用実態を明らかにし，効果的な ICT 活用に向けての教職カリキュ

ラムの改善案を検討していく。 

・教育実習と教職実践演習を関連づけていきたいが，教育現場における ICT 環境や活用の

実態が異なることから，学生に教育実習校における指導と教職実践演習の指導を関連づ

け，発展的な指導を展開していくことが困難な場合がある。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－１－１：改訂版教職カルテ【通学部・通信教育部】 

・資料３－１－２：通信教育部における改訂版教職カルテの導入計画【通信教育部】 

・資料３－１－３：2024 年度カリキュラム・アドバイザリーボード会議における報告とア

ドバイザー助言【通学部・通信教育部】 

・資料３－１－４：教職カルテのコミュニケーションに関する項目【通学部・通信教育部】 

・データ１：教職実践演習における ICT 活用の実態 
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基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 

 

１ 学校ボランティア等に関する機会の拡大と参加への啓発（教育委員会との組織的な連

携体制の構築） 

〔現状〕 

学生が教育現場での体験を通して教育現場の実態や教員としての姿勢，教科指導法，生

徒への接し方などについて学ぶことは，教員としての素養を高める上で非常に貴重な体験

となる。本学は，これまで大学の所在地である江別市教育委員会の学校ボランティアへの

参加を学生に奨励してきた。今年度は 2 名（1 年生：1 名，3 年生：1 名）の参加であった

（データ１）。過去 7 年間の学生の参加学年をみると，のべ参加学生の 50.0％が 3 年次で

あり，31.3％が 1 年次に学校ボランティアに取り組んでいることが明らかになった（デー

タ２）。 

〔優れた取組〕 

 ４月の学校ボランティア募集時期に募集要項の説明とともに前年度学校ボランティアに

参加した学生の感想を紹介し参加への意欲を喚起している（資料３－２－１）。今年度は，

昨年度までの情報を提供し，参加を促してきた江別市学生ボラティア，北海道教育委員会

主催の「草の根教育実習」，札幌市教師夢プランⅠ・Ⅱ・Ⅲ（教員採用試験対策）に加え，

札幌市学生ボランティア，江別市教育支援センター「ねくすと」ボランティアといった教

育実践力育成の場を学生に紹介するなど教育実践力を身に付ける場を拡大し機会を提供し

ている（データ３）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・学生が教育現場における体験ができ「理論と実践の往還」の場として教育現場の実体験

ができる機会となる情報を随時提供し，参加者の声を紹介しながら参加を促していく。 

・学校ボランティア等学外において教育実践力を身に付ける場への参加に向け，学生が参  

加しやすい期間や時間帯と学校ボランティア等の期間や時間の調整が難しい。そこで， 

学校ボランティアの実施時期や時間帯，実施内容と学生の参加状況について調査を行い

学生の参加促進に活かしていく。 
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・学生ボランティア等の参加は任意であり，教育現場を体験した学生と体験していない学

生の意識や体験の差をなくしていくことが課題である。 

 

２ 介護等体験の充実【通学部・通信教育部】 

〔現状〕 

・通学部と通信教育部で中学校教員免許状取得を希望する学生は，介護等体験を行う必要

がある。本学では，介護等体験は，毎年 11 月に介護等体験説明会を実施し，参加申し込

みを受け付けている。翌年 2 月に介護等体験事前指導を 1 日（4 講義）実施している。

介護等体験における実習先は，社会福祉施設の 5 日間は，社会福祉協議会が実習先の調

整を行い，特別支援学校の 2 日間は，北海道教育委員会が実習先と調整している。最近

は，通信教育部の介護等体験の実施希望者数が増加してきている（データ４）。 

〔優れた取組〕 

・効果的な介護等体験を実施するためには，事前指導が果たす役割は重要である。本学で

は，介護体験の事前指導において，普段交流する機会のない通学部生と通信教育部生が

同じ教室で講義を受け，交流しながら学ぶ機会を設けている。介護等体験事前指導には，

社会福祉の専門家を招聘し，介護等体験を行う上での心構え態度を学ぶことを志向した

講演も取り入れている（資料３－２－２）。 

・介護等体験を実施した学生には，介護等体験実習終了後に，体験の振り返りレポート提

出を課している。その際，介護等体験での経験を教育実習に繋げていくという連続的な

学びを目的として，「介護等体験を教育現場でどのように生かしていきたいか」というテ

ーマを設定した。 

〔改善の方向性・課題〕 

・3 年次に取り組む介護等体験や学生ボランティア等の体験を単独の取組で終わることな

く，学生が教育現場における体験活動を 4 年次の教育実習や教員採用試験にどのように

活かすことができたかを教職実践演習の際にアンケートを実施し明確にしていく。 

・介護等体験の実習場所や受け入れ人数が限定されることがあり，学生が望む介護等体験
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の実現が困難な場合がある。 

・介護等体験の事前指導実施後に教育委員会及び社会福祉協議会に介護等体験の受け入れ

依頼を行い調整が行われるため，事前指導から体験実施日までの期間が空いてしまう点

が課題である。 

 

３ 効果的な教育実習に向けての教育実習校との連携に関する取組【通学部】 

〔現状〕 

3 年生の教職課程受講者は 4 年生が行う教育実習報告会に参加し，4 年次の教育実習に対

するイメージや必要とされる準備，心構えについて学ぶ。3 年次 2 月には教育実習事前指

導に参加し，教育実習Ⅰにおいて模擬授業や授業改善に向けての協議を実施している。教

育実習事前指導では，教育実習におけるハラスメントの事例と防止対策を説明し，本学に

おける学生の相談窓口について周知している。 

教職課程専任教員の教育実習指導訪問は，北海道内に限定して通学部，通信教育部の学

生が教育実習を行っている学校に訪問している（2024 年度は 26 校を訪問（通学部 19 校，

通信教育部 7 校））。 

〔優れた取組〕 

・通学部では，教育実習Ⅰ，教育実習，教職実践演習を充実させるために，教育実習Ⅰ，

教育実習指導訪問，教職実践演習において教職課程専任教員が担当している学生の指導

を一貫して行っている。 

・大学における事前指導と教育現場における指導の連続的な指導により充実した教育実習

を通して「理論と実践の往還」の実現を目指し，今年度より本学における教員養成のロ

ードマップ，教育実習事前指導の要点，教育実習前の模擬授業における学習指導案等の

連携資料を学生から教育実習校の事前指導の際に担当者に渡すようにした（資料３－２

－３）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・教育実習校のニーズを学生に伝達し，意識化を図るとともに，教育実習校との連携強化
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のために，教育実習校に訪問した際に連携資料についての意見を聴取していく。 

・教育実習校の多様な実習スタイルがあり，本学における指導が必ずしも学生の教育実習

校のスタイルに合致しないこともあり，教育実習前の指導において「何を」「どこまで」

指導するかといったミニマム・エッセンシャルズを特定するには限界がある。 

・北海道外の教育実習校への訪問指導は困難であるため，学生の教育実習における様子を

把握しきれていない点が課題であり，今後，電話や文書等で教育実習校と情報を共有し

ていく。 

 

４ 通信教育部の学生に向けての教育実習の充実【通信教育部】 

〔現状〕 

・通信教育部に在籍する学生は，東北地方や四国地方での教育実習実施者の割合は若干低

いが，全国各地で教育実習を実施している（データ５）。 

・通信教育部で教育実習を行う学生は，教育実習Ⅰの動画教材により，通学部の学生に実

施する事前指導と同様の内容を提供している（資料３－２－４）。 

通信教育部に在籍する学生の教育実習生は，年々増加傾向にある（データ６）。  

〔優れた取組〕 

・通信教育部の学生に対して，教育実習前からメールで連絡をとり，円滑な教育実習が実

施できるよう相談できる体制を整備し，教育実習校訪問時に担当者と連携した指導や助

言ができるよう学生理解に努めている。 

・学生は，教育実習前に動画視聴とともに教職に関する基礎知識についてオンライン上で

教育実習前 e テストを受験することを必須とし，学生の知識・理解の確認・定着を図っ

ている（資料３－２－４）。 

・昨年度の教育実習生指導訪問時に通信教育部教育実習生より，教育実習に臨むにあたっ

て感じていた不安として，学習指導案の書き方に関する内容があった。そこで，2024 年

度より通学部で使用している学習指導案を通信教育部のポータルサイト上に提示し，ダ

ウンロードして作成できるようにした。また，作成にあたり質問を受けることを明記し
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た（資料３－２－４）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・通信教育部のスクーリングで教育実習後に実施している教職実践演習においてアンケー

トを実施し，教育実習に対する不安や支援についての情報を収集し教職課程カリキュラ

ムの改善に取り組む。 

・次年度も教育実習Ⅰの模擬授業に関する動画を更新していく。 

・教育実習を行う学生の増加に伴い，教育実習後に実施している教職実践演習における人

数調整に困難がある。受講生が多い会場は，模擬授業実施時間が短縮されたり，1 人 1 人

へのきめ細やかな指導をしたりすることが難しくなる可能性がある（データ７）。今年度

は，2 名の教職課程専任教員が 1 つのスクーリング会場に赴き,1 会場で 2 グループ展開

の取組を試行した。今年度の成果と課題を教職ミーティングにおいて検証し次年度の取

組に活かしていく。 

・教育実習校が全国各地であるため，各教育実習校との緊密な連携が困難であったり，地

域や学校の実態が多岐に及んでいたりしているため，大学と教育実習校との間で共通理

解を得ることには限界がある。 

 

5 教育的実践力の育成【通学部】 

〔現状〕 

学生は教員免許状を取得する場合，卒業要件以外に教職課程の単位を履修する必要があ 

る。学生が，卒業要件科目の単位修得とともに教職課程に関する科目の単位を修得するた

めに過度な負担とならいよう科目を厳選して開講している。 

〔優れた取組〕 

学生が，教職に関する理論に基づく教科指導において実践的指導力を身につけるために

は，計画的・継続的な評価・改善の取組が必要である。教育実習指導訪問においても多く

の教育現場から教育実習生に実践的指導力を求めるということが話題となる。そこで,昨

年度より本学 J ゼミにおいて，学年を問わず教科指導に関する実践力を切磋琢磨する機会
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を提供している（資料３－２－５）。 

〔改善の方向性・課題〕 

・学生の自主性を尊重しつつ教育実践力を身につける場として，年間を通して教育実習報

告会などの機会に J ゼミを周知し参加を促し教育実践力を育成していく。 

・学年間，学科間の時間割が異なることから J ゼミの時間確保に課題がある。 

・J ゼミに参加する学生と J ゼミに参加しない学生との意欲や教育実践力の差を解消する

時間に限界がある。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－２－１：学生ボランティア等学生への情報提供【通学部】 

・資料３－２－２：介護等体験の講演【通学部・通信教育部】 

・資料３－２－３：教育実習校との連携資料【通学部】 

・資料３－２－４：教育実習Ⅰ動画コンテンツと e テスト【通信教育部】 

・資料３－２－５：教育実践力を培う J ゼミ【通学部】 

・データ１：学生ボランティアの参加者数の推移【通学部】 

・データ２：学生ボランティアの参加者の学年【通学部】 

・データ３：学生ボランティア等の情報提供の変遷【通学部】 

・データ４：介護等体験実施者数の推移【通学部・通信教育部】 

・データ５：通信教育部における教育実習先の地域と校種【通信教育部】 

・データ６：通信教育部における教育実習生数の推移【通信教育部】 

・データ７：通信教育部における教職実践演習会場における受講者数の推移【通信教育部】
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Ⅲ 総合評価（全体を通じた自己評価） 

教職課程自己点検評価における３基準領域６基準項目及び総合評価に関して，本学教職課程自己点

検評価の中核組織である教職課程委員会において，2月に協議を行い各委員による評価を実施した。

定量評価として６基準項目において 4：達成できている，3：やや達成できている，2：あまり達成で

きていない，1：達成できていない，の 4 件法で実施し，その平均値を教職課程委員会における自己

評価点とした。また，定性評価として基準項目に関する現状等ふまえた評価に関する協議の内容を記

す。なお，全評価者数は７名であり，自己評価点は小数第２位を四捨五入したものである。 

基準領域 基準項目 自己評価点（平均値） 

基準領域１  

教職課程に関わる教職員の共

通理解に基づく協働的な取り

組み 

基準項目１－１  

教職課程教育の目的・目標を共有 
3.6 

基準項目１－２  

教職課程に関する組織的工夫 3.6 

 

基準領域２  

学生の確保・育成・キャリア支

援 

基準項目２－１  

教職を担うべき適切な学生の確保・育成 
3.1 

基準項目２－２  

教職へのキャリア支援 
3.4 

 

基準領域３  

適切な教職課程カリキュラム 

基準項目 ３－１  

教職課程カリキュラムの編成・実施  
3.9 

基準項目  ３－２  

実践的指導力育成と地域との連携 
3.4 

 

評価について 

 2025（令和 7）年 2月の教職課程委員会において本教職課程自己点検評価報告書について協議を行

った結果は次の通りである。 

教職課程員会として教職課程自己点検評価への取組は確立してきており，概ね目標は達成できてい

ると考える。特に本学の強みである ICTの工夫を取り入れた教職課程カリキュラムとなっていた。ま

た，全国私立大学教職課程協会のコメントにあった通信教育部のカリキュラムに関する評価への取組

も実施できていた。特に基準領域３において昨年度に比べ通信教育部学生への改善が見られた。 
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今後の課題としては，次の 6点が確認された。 

①原因の把握と具体的な改善案を示めすために，改善のポイントとなる項目についてより詳細なデー

タをとり分析する。 

②全学的な協力体制を継続していくために教職課程の目標や運営について教職員と共有していくた

めの取組が必要である。 

③自己点検評価を活用した改善への具体的な取組（特に基準領域２）が必要である。 

④教職課程に関するデータの見やすさなど受験生にとって重要な情報入手の 1 つである HP の改善が

必要である。 

⑤教育実践力の育成，資格支援への課題解決など教職を希望する学生への支援の充実を図る。 

⑥授業におけるデジタル教材の作成だけではなく，情報セキュリティの理解に基づき，データの配布

や提出の管理，それに伴う各生徒のログの管理等などができる知識・技能の習得も学生には必要で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北海道情報大学経営情報学部 

-38- 
 

Ⅳ 「教職課程自己点検・評価報告書」作成プロセス 

４月 ・組織体制の確認および教職課程自己点検報告書作成計画の承認 

※3基準領域 6基準項目における資料収集内容の決定 

※アンケート調査及び資料収集開始  

5月 ・全国私立大学教職課程協会第 43回研究大会における情報収集 

7月 ・北海道私立大学・短期大学教職課程研究連絡協議会  

定期総会・研究大会において情報収集 

・収集データの分析開始 

8月 ・8月 29日（水）FD委員会共催の教職 FD研修会（高等学校における ICT教育の現状と課題お

よび先進的な ICT教育の取組～高大接続の視点から～）を実施  

※北海道教育委員会出前講座 

9月 ・教職課程委員会（教職課程自己点検評価中核組織）において進捗状況の報告 

11月 ・2024年度全国私立大学教職課程協会研究交流集会にて情報収集 

・教職課程自己点検報告書への記載開始 

1月 ・カリキュラム・アドバイザリーボード会議において教職課程自己点検評価の取組経緯と進捗

状況の報告及びアドバイザーからの助言  

2月 ・教職課程委員会において教職課程自己点検評価報告書（案）についての協議を経て，修正・

加筆 

3月 ・経営情報学部長による教職課程自己点検評価報告書全体評価の記載 

 ・教職課程委員会において教職課程自己点検評価報告書の完成 

4月 ・学部教授会において教職課程自己点検評価報告書の提案と承認 

5月 ・教職課程自己点検評価報告書の提出・ホームページでの公開 
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基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標を共有 

資料１－１－１：第 1 回教職課程委員会議題等【通学部・通信教育部】 
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・資料１－１－２：教職課程説明会（１年生）、教職ガイダンス（2・3 年生）資料 

 ※本学教職課程の目標、受け入れ方針は、毎回の同じスライドを使用して周知 
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資料１－１－３：教職課程受講願【通学部】 

        ＜表 面＞ 
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教職課程の目標と 

受け入れ方針を記載→ 
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資料１－１－４：履修登録時の目標と確認欄【通信教育部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認  
チェック欄  
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データ１：教職課程説明会参加者数と第 1 回説明会参加者の履修登録率【通学部】 

 

 

データ２：第 2 回教職課程説明会参加者数と第 1 回説明会参加者の履修登録率【通学部】 
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基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 
資料１－２－１：教職課程委員会議題 
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資料１－２－２：教職ミーティング議題 
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資料１－２－３：ICT 教育環境 ＜入試広報室広報課資料提供＞【通学部】 

 

 

                                        ←教室環境 

 

 

 

 

 

実習室→ 

 

 

 

 

                       ←実習室 

 

 

     図書館内 G スタジオ→ 

 ＜ゲーム開発・音楽編集＞ 

 

 

 

 

←宇宙情報センター 
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※本学 HP より抜粋（情報機器環境）【通学部】 

https://www.do-johodai.ac.jp/examinee/campuslife/environment/ 
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資料１－２－４：ICT 教育環境②（BIGPAD カタログ）【通学部】 

ICT 教育環境②（BIGPAD カタログ）＜本学教務課資料提供＞【通学部】  
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資料１－２－５：プラットフォーム「無限大キャンパス」【通信教育部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職課程の習得単位が確認可能  
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資料１－２－６：通信教育部における POLITE【通信教育部】 
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資料１－２－７：教育実習報告会の動画更新【通信教育部】 

 
 

 

 

 

 

←高校での教育実習についての報告会  

（2023 年度作成、2024 年度から視聴開始）  

 

 

 

中学校での教育実習についての報告会→  

（2023 年度作成、2024 年度から視聴開始）  

 

←模擬授業（商業）  

（2024 年度作成）  

※2025 年度から視聴開始 
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資料１－２－８：北海道教育委員会の出前講座を活用した教職 FD 研修【通学部・通信教育部】 
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データ １：本学の ICT 環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習室機器台数
パソコン 中間モニタ プリンタ 備考

実習室１ 84 42 2
・シンクライアントシステムを導入
・プリンタは、カラー１台、モノクロ１台

実習室２ 96 48 2
・シンクライアントシステムを導入
・PinPを導入しているため中間モニタなし
・プリンタは、カラー１台、モノクロ１台

実習室３ 72 36 2
・シンクライアントシステムを導入
・プリンタは、カラー１台、モノクロ１台

画像メディア実習室 64 32 3 ・シンクライアントシステムを導入

LLメディア実習室 96 48 3 ・ディスク復元システムを導入

卒業研究室 8 なし 1
※パソコン、中間モニタの台数は学生用に設置している台数です。教員用は含みません。
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 
資料２－１－１：教職課程説明会，教職ガイダンスにおけるロードママップ資料、教員採用状況及び

最新動向の情報提供【通学部】 
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資料２－１－２：教職課程説明会，教職ガイダンスにおける単位習得確認シート 
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資料２－１－３：学生の受け入れに関する情報の提供【通信教育部】 
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資料２－１－４：HP のチャットボット【通信教育部】 
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資料２－１－５：オープンキャンパスにおける取組 
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資料２－１－６：教職ポスター【通学部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－７：入学案内【通信教育部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写
真 写真  

写真  写真  
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資料２－１－８：本学図書館の教職課程履修案内【通信教育部】 
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データ１： 単位習得確認シートに関する学生アンケート結果【通学部】 
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データ２：正科生、科目等履修生の受講者数の推移【通信教育部】 

 

 

データ３：正科生、科目等履修生の免許状教科別受講者数の推移【通信教育部】 
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データ４：正科生、科目等履修生の入学時期の受講者数の推移【通信教育部】 
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データ５：教職課程履修に関する学生アンケート結果（情報の入手先）【通学部】  

令和 6 年度（1 年生：13 名）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ６：教職課程履修に関する学生アンケート結果（最も役立った情報）【通学部】  

令和 6 年度（1 年生：13 名）  
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データ７：学生が本学の教職課程を履修することを決めた時期【通学部】  

令和 5 年度（1 年生：20 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度（1 年生：13 名） 
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基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 
資料２－２－１：教職課程説明会，教職ガイダンスにおける教員採用状況及び 

最新動向の情報提供【通学部】 
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資料２－２－２：教員採用試験情報の情報提供【通信教育部】 
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資料２―２―３：教員採用試験対策自主ゼミ（J ゼミ） 

 
2024 年度 J ゼミ参加者数 

学年 参加者数 
3 年生 8 名 
4 年生 5 名 
合計 13 名 
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データ１：教員採用状況【通学部】 
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データ２：教員採用状況【通信教育部】 ※人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ３：学生の教職意向調査結果【通信教育部】 
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データ４：学生の教職意向調査結果【通学部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ５：教員免許状を取得している科目等履修生の割合【通信教育部】 
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データ６：複数科目履修者の推移【通学部】 

【通学部】2022 年 5 月実施（総回答数 78 名：回答率 100％） 

2023 年 5 月実施（総回答数 79 名：回答率 100％） 

2024 年 5 月実施（総回答数 73 名：回答率 100％） 

教職課程履修学生における各科目における教員免許状取得希望者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取得予定科目数 

  2024 年度 
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データ７：ピアヘルパー合格率と准学校心理士申請者数の推移【通学部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 202４年度 

57% 100% 未実施 100% 100% 100％ 83.3％ 

※2020 年度は、新型コロナウイルス感染症の感染回避のため受験中止 

准学校心理士資格取得者数 
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

 

基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 
・資料３－１－１：改訂版教職カルテ 
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資料３－１－２：通信教育部における改訂版教職カルテの導入計画【通信教育部】 

4 月入学生 

 

10 月入学生 
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資料３－１－３：2024 年度カリキュラム・アドバイザリーボード会議における報告とアドバイザー助言 

 

 

 

 

 

※報告は、一般社団法人全国私立大学教職課程協会  

からのコメント及び改善点と本学カリキュラム・  

アドバイザリーボード会議における助言に基づき、  

2024 年度の改善に取り組んだ 6 点について報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドバイザーからの助言の概要 
教職課程カリキュラム運営  
・学内で評価の低い基準領域や基準項目への重点な対応と成果を可視化  
・教職課程に関する情報提供を学部、学科の教員に共有  
・教職カルテと教職課程カリキュラムや様々な取組との連動  
・教育課程の土台に「Wellbeing」の要素を取り入れる  
学生の教育実践力の育成 
・学生への自己研修に向けた啓発（学外の研修情報の提供）  
・「主体的・対話的で深い学び」としての授業ができる学生の育成  
・卒業生を対象とした大学で研修会など卒業生の資質向上  
・教員採用の制度の変化に鑑み、教育課程の変更と FD 研修、SD 研修の実施  
・高校や地域の町内会と連携したボランティア活動の推進  
・教育問題を取りあげたロールプレイや対応・指導方法、カウンセリングの実施  
・教育現場で目標を持ち ICT 活用を授業実践できる能力の育成  
・授業において視覚情報の効果的に活用できる学生の育成  
高等学校との連携  
・教育実習生（未来の教員）に望むこと  
・高校のニーズを把握し、大学の教職課程に関連づけ、成果を高校にフィードバック  
・高等学校訪問時には、情報大学の絶対の強みである「ICT の知識や技術をもった即戦
力となる学生の育成」を強くアピール  

通信教育部  
・通信部では、高校へのアンケートが大きな情報源となることから、質問事項が大学側
の把握したい点を網羅し、明確となっているかなどの再確認。  

・実習学生については、実習前の不安や実習中の困り感を相談できる体制の整備と一般
的な部分の FAQ を作成  

情報発信  
・HP の充実（生徒や保護者に理解され訴えかける内容）  
・大学からの情報発信（例：カリキュラム・アドバイザリーボード会議など）  
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資料３－１－４：教職カルテのコミュニケーションに関する項目【通学部・通信教育部】 

 

 

 

 

 

 

 

  ※通信教育部においては、教職課程履修後に教員としての自覚や使命感を持ち、日常

生活や社会生活において他者とコミュニケーションをとっていたかという点から

評価を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉜自らの考えや意見を相手に分かりやすく伝えることができましたか。 

㉝相手が何を話したいかについて傾聴することができましたか。 

㉞話し合いにおいて相手の考えも自分の考えも尊重する自己表現をすることができましたか。 

㉟自らと異なる価値観の相手の考えも尊重しつつ話をすることができましたか。 

㊱学生相互に高め合おうとする話し合いができましたか。 

㊲自らの感情をコントロールして冷静な話し合いできましたか。 



北海道情報大学経営情報学部 基準領域３ 

-51- 
 

データ１：教職実践演習における ICT 活用の実態 
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基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 
資料３－２－１：学生ボランティア等学生への情報提供 
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資料３－２－１：学生ボランティアに向けての意欲喚起への取組 

教職課程説明会、教職ガイダンス資料 
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資料３－２－２：介護等体験の講演 
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資料３－２－３：教育実習校との連携資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学の教職課程カリキュラムの概要 

教育実習事前指導の内容 

教育実習事前指導における 
模擬授業指導案と授業検討会の記録 



北海道情報大学経営情報学部 基準領域３ 

-56- 
 

資料３－２－４：教育実習Ⅰ動画コンテンツと e テスト 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
e テスト 
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資料３－２－５：教育実践力を培う J ゼミ 
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データ１：学生ボランティアの参加者数の推移【通学部】 

    学生ボランティア（江別市教育員会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
  草の根教育実習参加者（北海道教育委員会） 
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データ２：学生ボランティアの参加者の学年【通学部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ３：学生ボランティア等の情報提供【通学部】 

 

年  度 学生に提供した情報 提供情報数 

2022 年度 ・江別市学生ボラティア 1 

2023 年度 ・江別市学生ボラティア 

・北海道教育委員会主催の「草の根教育実習」 

・札幌市教師夢プランⅠ・Ⅱ・Ⅲ 

（教員採用試験対策） 

 

3 

2024 年度 ・江別市学生ボラティア 

・北海道教育委員会主催の「草の根教育実習」 

・札幌市教師夢プランⅠ・Ⅱ・Ⅲ 

（教員採用試験対策） 

・札幌市学生ボランティア 

・江別市教育支援センター「ねくすと」ボランティア 

 

 

5 
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データ４：介護等体験実施者数の推移【通学部・通信教育部】 
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データ５：通信教育部における教育実習先の地域と校種【通信教育部】 
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データ６：通信教育部における教育実習生数の推移【通信教育部】 

 

 

データ７：通信教育部における教職実践演習会場における受講者数の推移【通信教育部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前年度教育実習を行った受講者が今年度の教職実践演習に参加しており教育実習実施者

数と教職実践演習の受講者数は異なっている。 
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